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60 沖 縄 農 業 筋 3巻 第 2号 (196め

土壌中弧こおけ るアル ミニ ウム及び 鉄 に よる燐 酸 の暇 薗

〔炉aHo.tisu,So･llSci.Soc.Am,Proc.28:d74--478.1964)

中性の燐酸滞液で徴酸性の土壌を勉瑚するときに起

る鞘酸同定が ,東面反応によるものであることを明ら

-/川こするために架験敬行な ったo

兜鍬･d:,供拭 土機に湖成の雌牒立 (pH6.4)を用

い,炉幡聞及び長隙間にわたるものを行な ったO

矩時間の燐酸同定繋験として ,先ず供竜拭土壌5gずつ

蟹5･OrnlずつのNaH2P･04液 〔Pが0から･60ppmまでの

段階のもの)と典に ･6暗闇振とうし遠心分離音別こかけ

たoそL/て卦離液中の燐酸の強度を測定し,汲艶の減

蜘 風勢闇足されたものとして酎質 した｡その結集閤定

された燐酸の鹿と燐酸溶液の浪睦との関係はラングミ

ア-の吸酒恒温式に--.致した｡並確に固定された燐酸

の状餅は大部卦がAlとそして少部卦がFeと終合して

おり,Caと糖合している屯の睦翰どなか った｡これは

士.敵中に広(存在する非昌質の水酸化アルミニウム

や酸化鉄によるものと思われる｡因みに慨敵土壌中に

は ,置換性 Å恥は存在LJなか った｡

最新にわたる先験には .次の条件をもうけて燐酸固

定実験を行な った｡即ち ,〔'1〕 供訊土曜に燐酸溶液

を加えたものを時.々握とうしながら1年間保存する｡

〔2〕 供試土壌に燐酸溶液凌二加えて湿潤-･乾燥を繰返

しながら1辱及び2年保存する｡これらの盈件のもとで

は,Alと結合した燐酸は湿潤ト･乾燥1年保存のものに

おいて厳大で .Feと鋳合した燐酸は湿潤状態で1年保

存のものにおいて最大であ ったoそして仝降としては

最初は Alとの結合による燐敦固定が大部卦を占めた

那 ,聴聞の経過と典にそ拙 まFCとの結 合 に変化し

たQ この場合のAlとFeは短時間実験の場倉と同様に

袈間が活性の非昌質水酸化 物及 び酸化物 と思われる

が ,.この非昌贋の水酸化アルミニウム ,水酸化鉄 ,及

び酸化鉄は実験期間中に塵成したもののようである｡

実験を行な った廉件下では燐酸が同定されてパ リスシ

ア石 ･(AIPOを･H急0),Al〔O‖)之H2PO骨.及びFe

(OH)ZHヱPO寸などに蓮成されるこ捌 まないと推定さ

れたO 〔抄録 ･･大屋-･弘〕


